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(註) 表題を Mガラスにおける"としましたが,ガラスでな くても金属固溶体でもよく,
この表題は不要といえます｡
液晶 の連続空間模型の最近 の発展
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(dsk);C.sPl(｡OSXIXl+cosK2･X.+cosKj ,･il)を得たO(i l,K)2,K)3は 6
角をつ くる逆格子べ クル ト)ここで,層 と層の間の相互作用は無視 し,分子は 2次
元面内だけを動きうるとする｡
ここで, α,β,γはそれぞれ 2次元の translationalorder,orientationalorder,
mixed orderの parameterであ り
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ここで, ensemble average払 Bo】tzman factor e-Vl/kBT の重みをついてと り'
このVlの中にすでに, α,β,γ が入っているので,いわゆるselトconsistent な方
程式 となる｡ この方程式の解より, SmecticA (α-β-γ-0),SmecticB(β -
γ- O,α≠o),smecticC(α-r-0,β≠0),SmecticH(α≠0,β≠0,
γ≠o)が区別 され,いろいろな場合の相図が得られる｡
このように筆者や McMill'anの簡単な理論を発展 させるこ とにより, Smectic
の各相をnaturalに 記述することができたことは十分な収獲 と言ってよいであろう
(格子模型ではこの分類はnaturalにはできない )0
さて,次に液晶の dynamicsの分子論についてであるが,これはまだ余 りや られて
いない｡筆者 5)tま異方的な分子間力




を仮定 し,Vlasov方程式 を用いて,液晶内での translationalな collectivemodeを求
め, smecticA とい う1次元的な結晶ができるときに付随 して現れるであろう緩和型
の softmodeについて議論 した｡
一方, OrsayのBrochandや JAhig6)らによる半現象論的な揺 ぎの理論もあるが,
ともあれ,液晶のdynamicsの分子論はこれからの問題 と言える｡










6) F.BrochardandJahning,J.dePhysique(1974)および R.Blincたちの仕事 :
Phys.Rev.A (April,1974)
nematic液 晶 の 分 子 論
名大 ･工 木 村 初 男
nematic液晶に限 り,且つ,その staticな性質に限 っても,分子論が答えねばなら
ない問題は沢山ある｡
様々な同族列液晶についての実験データが集積されつつある｡ ここで同族列 とい うの
は,一例 を第 1図に示 したように分子の両端に炭化水素 CH2の鎖 をつなげたものである
場合が多いo図のC1,C2-- は炭素原子をあらわしているOこの炭化水素鎖の長 さ,
すなわち鎖 の中の炭素原子数Nの関数 として,液晶 としての種々の性質の変化が調べら
れている｡ 第 1図の同族列では N-1のものが,有名な nematic液晶として古 くか ら
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